
み
や
な
が
た
け

が

は
な

蔦
取
。宮
長
竹
ケ
鼻
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
席
取
市
官
長
字
竹
ケ
鼻

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
七
月
を

一
九
九
四
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
鳥
取
市
教
育
福
祉
振
興
会

４
　
調
査
担
当
者
　
稲
浜
隆
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
ｉ
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

官
長
竹
ケ
鼻
遺
跡
は
鳥
取
平
野
南
部
の
水
田
地
帯
に
位
置
す
る
。
近
年
、
付

近

一
帯
は
工
業
団
地
造
成
な
ど
の
開
発
が
進
行
し
、
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
。

蔦
取
平
野
中
央
を
流
れ
る
千
代

川
と
そ
れ
に
合
流
す
る
大
路
川

に
は
き
ま
れ
る
地
形
か
ら
み
て
、

古
来
い
く
た
び
も
の
水
害
に
見

舞
わ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

遺
構
検
出
面
で
の
標
高
は
五
ぞ

六
ｍ
を
測
る
。

官
長
竹
ケ
鼻
遺
跡
の
調
査
は
、

国
道
二
九
号
バ
イ

′く
ス
建
設
に

伴
う
発
掘
調
査
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
面
積
の
発
掘
で
は
あ

っ
た
が
、
蔦
取
平
野

南
部
の
古
代
か
ら
中
世
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。

調
査
の
結
果
、
古
墳
時
代
か
ら
中
世
ま
で
の
も
の
と
み
ら
れ
る
遺
構
が
検
出

さ
れ
た
。
掘
立
柱
建
物

・
井
戸
状
遺
構

。
上
坑

。
溝
状
遺
構

・
ピ
ッ
ト
群

・
土

壊
墓
で
あ
る
が
、
特
に
溝
状
遺
構
は
計
二

一
条
を
数
え
る
。
出
土
し
た
遺
物
は
、

土
師
器

・
須
恵
器

・
陶
磁
器

・
木
製
品
、
遺
構
外
か
ら
は
縄
文
土
器

。
石
器
な

ど
が
あ
る
。
土
羨
墓
か
ら
は
、
曲
物
の
棺
内
に
人
骨

（壮
年
男
性
，
し
を
検
出
し
、

権
外
で

一
五
世
紀
に
比
定
し
得
る
漆
器
椀
三
点
が
出
上
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
幅
八
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｍ
の
溝
状
遺
構
の
埋
上
下
層
か
ら
出
上
し

た
。　
こ
の
溝
状
遺
構

（
一
五
ｍ
分
を
検
出
）
の
全
容
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
堆
積

か
ら
み
て
水
路
と
し
て
機
能
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
木
簡

一
点
の
ほ
か
、

土
師
器

・
須
恵
器

・
木
製
品
が
出
土
し
、
七
世
紀
か
ら
長
期
間
機
能
し
た
と
考

え
て
お
き
た
い
。
木
製
品
の
中
に
は
、
人
形

一
点
、
荷
札
状
木
製
品
三
点

（墨

痕
み
ら
れ
ず
）
も
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪

　

「
＜
口
　
□
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸卜受
呻聟
頷

ｏ】

形
状
か
ら
み
て
荷
札
の
可
能
性
を
考
え
た
い
。
遺
存
状
態
が
悪
く
、
赤
外
線

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
に
よ
っ
て
片
面
に
墨
痕
は
確
認
で
き
た
も
の
の
、
内
容
の

判
読
は
で
き
な
か
っ
た
。

(鳥取南部)
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９
　
関
係
文
献

働
鳥
取
市
教
育
福
祉
振
興
会

『
紙
子
谷
古
墳
群

・
官
長
竹

ケ
鼻
遺
跡
』
全

九
九
四
年
）

（稲
浜
隆
志
）

』⇔
委

『
長
登
銅
山
跡
』
Ⅱ

（美
東
町
文
化
財
調
査
報
告
第
五
集
）

本
書
は
、
山
口
県
美
祢
郡
美
東
町
に
所
在
す
る
長
登
銅
山
跡
の
、　
一
九

八
九
年
虜
か
ら
一
九
九
一
年
度
ま
で
の
発
掘
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
。
東

大
寺
大
仏
の
料
銅
の
産
地
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
鋼
生
産

に
関
わ
る
多
数
の
木
簡
が
出
上
し
た
遺
跡
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
本
誌

一

三
号
、　
一
四
号
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
を
含
め
、
計
七
五
点
の
木
簡
が
出
土

し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
釈
読
可
能
な
四
九
点
に
つ
い
て
、
実
測
図
と
写
真

（
一
部
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
画
像
を
併
用
）
を
掲
載
す
る
。

ま
た
、
池
田
善
文

「古
代
の
採
鋼
を
め
ぐ
っ
て
」
、

池
田
善
文

「古
代

鋼
製
錬
の
実
態
と
考
千
の
問
題
点
」
、
巽
淳

一
郎

「長
登
製
銅
所
出
土
土
器

に
つ
い
て
」
、
池
田
善
文

「土
器
の
基
準
資
料
と
編
年
に
つ
い
て
」
、
小
池

仲
彦

「長
登
銅
山
出
上
の
古
代
の
木
製
品
に
つ
い
て
」
、
八
木
充

「長
登
木

簡
か
ら
み
た
古
代
銅
生
産
」
の
六
編
の
論
考
を
収
録
す
る
。

申
込
先
　
美
東
町
教
育
委
員
会

〒
七
五
四
十
〇

一　
山
口
県
美
祢
郡
美
東
町
大
田
六

一
七
〇
十

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
八
三
九
六
―
二
十
〇
五
五
五

頒
価
　
五
〇
〇
〇
円

（送
料
込
み
）
　
　
　
　
Ｂ
５
判
　
一
三
全
ハ
頁
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